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【一般講演5】 第15席 長短の脈状と脈證 第3報

大阪 水溜 亮一

緒言

演者は、本学会第18回ならびに第19回学術大会において、主に長短の脈状の定義と変遷について、三国

以前と六朝以降とに分けて検討報告した。その結果は以下の通りである。

1．三国以前

三国以前では、次の三つの側面が挙げられる。

①対比する対象にかかわりなく、診脈部位または身長に対しての脈の距離（長さ）の長短を意味する。

これに該当する長脈・短脈は、おおむね陰陽的相対概念と見なすことができる。

②長脈には、短脈とは対とならない、また対比する対象もない、ただ単に〈長い脈状〉を意味する場合

がある。

③短脈とは対とならない長脈には、脈の距離ではなく、その形状が〈竿のように真っ直ぐな脈〉を意味

する場合がある。

2．六朝以降

六朝以降は、脈状の体系（七表八裏九道）に長短二脈を組み込んだ『王叔和脈訣』（六朝以降との説も

あるが、その内容から演者は五代以降とした）以前とそれ以降に分けられ、整理すると次のようになる。

A.『王叔和脈訣』以前

①寸関尺の寸口（長さ九分）において、脈が九分を越えるものを長脈、満たないものを短脈とする（『太

素』巻十四・四時脈形、巻十五・尺寸診の楊上善注）。寸関尺の寸口に限局されている点に特徴がある。

② A-①より進んで「本位」（寸口全体ないし寸関尺各部と解せる）より過ぎるものを長脈、及ばないも

のを短脈とする（『難経』四難の楊注。楊玄操注か）。１-①の系統であるが、基準とする部位を診脈部に

限定し、その他を切り捨てた点に特徴がある。

B.『王叔和脈訣』以降

『王叔和脈訣』においては、次の二つの定義付けがある。

① A-②と同様に「本位」に対して脈の長さの過不及によって区別する。

②長脈のみ「指下尋之三関如持竿之状、挙之有余曰長」として「三関」（寸関尺三部）にわたり長竿の

如き形状で、かつ挙げて有余である脈状とするもので、１-③に類する。なお、「過於本位亦曰長」として

いる点から、長脈は短脈と対になる脈状としてよりも、竿のような形状としての脈状に重きが置かれてい

ることがわかる。

『王叔和脈訣』の定義は、それ以降の医書における長短脈の脈状の定義に決定的な影響を与えたが、す

べての医書が一様に受容したのではない。

長脈については、二つの定義をめぐり、両者を併存させるか、片方にするかで見解が分かれ、明代に至

って後述する短脈との関係から竿の如き真っ直ぐな形状が採用された。

短脈については、「本位」に及ばない脈状を基本とするが、明代以降、寸関尺各部の幅に対する脈の長

短（過不及）ではなく、指腹に対する脈拍（拍動の形状）の長短として、線状（竿状）に感じるものは長

脈、点状に感じるものは短脈と定義づけられた（『脈訣刊誤』所引の『脈経』「応指而廻不能満部（指に応

じて廻りて部を満たすこと能わず）」［現行の『脈経』に未見］、『脈訣彙弁』「首尾倶俯、中間突起、不能

満部（首尾倶に俯せ、中間突起し、部を満たすこと能わず）」と「両頭沈下、而中間独浮（両頭沈下して、

中間独り浮）」など）。おそらく、脈は一本である以上、脈が「本位」より過ぎること（拍動は寸口を上下

とも過ぎて打つのが通常である）もさることながら、及ばないということ（寸関尺各部の幅を満たさない

というならわかるが、過ぎるに対する及ばないという表現は、脈が打たないということも考えられる）の

理解がいっそう難しかったことによるのであろう。このほか、拍動時間の長さを示すと見られる「按挙似

数」を新たに加えた『三因方』と、それを受けて「往来極短」と展開した『察病指南』が挙げられるが、
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長脈と対にならないためか、大きな声とはならなかった。

本発表について

今大会では、こうした脈状の定義の変遷を踏まえ、脈證を検討する。
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